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1.ま え が き

高専での入学者向けの基礎的な情報処理教育は,

各高専とも力を入れきた分野であるが,中学校で

の学習指導要領の改訂に伴って,そのカリキュラ

ムや実習環境などについても改革を迫られている.

本論ではまず,本校の1年生全員に対して行っ

ている ｢情報処理基礎｣の授業における,現在の

教育用計算機システムの問題点を述べる.そして,

これら問題点の多くはOSとしてのWindowsNT

に起因することに言及する.

次に,この問題点を解決するためのOSとして,

Linuxを考察した.この結果,現在のLinuxであ

れば,現状の教育内容はもちろん,文部科学省の

新学習指導要領とも密に連携した高専ならではの

情報処理教育システムを構築できる可能性がある

ことがわかった.最後に,このLinuxを活用した

新しいカリキュラム案の一部を提案する.

2.情報処理基礎教育の現状と問題点

本校では2年前に教育用計算機システムをリプ

レースし,WindovsⅣrをメインとしたシステムを

運用してきている.また,サブシステムとして

Linuxをデュアルブートの形で利用できるように

もしている.

｢情報処理基礎｣の授業においては,専ら

WindowsNTを利用して行ってきた.これは,特に
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パソコンリテラシーを教育する際に,専門学科か

らの要請として,Windows系OSの操作や,オフィ

スアプリケーション (WordやExcelなど)の教育

があるためである.つまり,1年生でこれらに慣

れておけば,2年生以降の授業での活用ができ,

延いては実験や卒研といった,教官の計算機設備

を利用する上での便宜にもなる.さらに,卒業後

の,社会や大学からのこの種の要請も強いと考え

られる.

しかし,実際に実習を中心とするこの授業では,

以下のような問題点がこの2年間に顕著に表れて

きている.

1) ログインに時間を要する.

2) ハングアップが予想以上に多い.

3) ネットワーク上のトラブルが頻発してい

る.

4) 40数台-のインストールが大変である.

5) ソフトウェアのコストパフォーマンスが

低い.

1)は,NTの宿命ではある.特に,同時に導入

した学生機の自動復帰システムをインストールす

ると,起動時間が3分以上に及んでしまい,学生

からの反発 (授業の合間などの短時間での利用が

できない,など)もあり現在ではこのシステムを

停止している.このため,学生機のハードディス

ク内容が完全には初期化できない状況にあり,授

業の開始時にその影響を蒙る結果となっている.

2)についても導入時の予想に反する結果になっ

ている.ハングアップの頻度は1回の授業でハン
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グアップする学生機の台数は1-2台である.こ

の現象は再現性がないことから,学生の操作に起

因するものではなく,64KBのメモリ環境やネット

ワーク環境に起因すると考えられる.64KBのメモ

リで十分に機能できないNTの弱点がここに見ら

れる.

3)のネットワーク上のトラブルとは,授業中に

急に恥bやメールのシステムが停止したり,さら

にはファイルサーバー内のアクセスに非常な時間

を要する,などの現象である.また,プリンタが

サーバー-のスプールの問題のために,サーバー

を再起動しないとプリンタが利用できない状況に

至ることも多々ある.これらは,授業中に40数

名が一斉に操作する,という教育環境特有の特性

にも起因すると思われるが,これを解決するため

に無駄とも思える大量のメモリやハードディスク

資源をサーバーに要求するNTの設計思想自体に

も問題があると思われる.

4)のNTのインストールに関しては,サーバー

から雛型をネットワークにより各学生機にコピー

して,その後,一台一台を回って,手動でローカ

ル情報を設定することになる.加えて,この作業

はマウスを用いた対話方式で行う必要があるため,

極めて煩雑で長時間を要する.

5)のソフトウェアに関しては,なるべくフリー

ソフトを援用するようにはしているが,オフィス

関連アプリや言語処理系ソフトについては導入コ

ストが非常に高い.また,頻繁なバージョンアッ

プにも対応することは到底できず,仕方なく次回

のリプレースまで待つ,ということになる.これ

では,最新のソフトウェア環境を学生に供与する

ことは不可能である.

3.教育環境としてみたLinux

以上のような,WindowsNTに起因する問題を,

Linuxを用いることで解消できないかを次に考察

したい.

Linuxはまだ歴史の浅いOSではあるが,ここ

3-4年の進化と普及には目覚しいものがある.

この理由は,非常に特徴的な背景と高性能から来

るものであり,Windowsなどと比較したときの以

下のようなメリットによるものである.

● OSがフリーである.つまり,無償であるこ

とはもとより,ソースが公開され,ソースを

見たり改良することも自由である.

｡ 安定性が高い.OSのハングアップはほとん

どなく,通常の利用では再起動の必要も全く

ない.

●ハードウェア資源が少なくてすみ,高性能
も要求されない.

●アプリケーションソフトウェアのほとんど
がフリーであり,種類も多い.昨今は,オフ

ィスアプリケーションも市販化されるように

なった.英語版を中心にフリーソフト化もな

されてきている.さらにこれらは,Wordや

Excelとの互換も取れている.

｡ネットワークに強いOSである.このため,
ネットワーク上のトラブルを未然に防止でき

る.

以上の特徴を,前述の1)～5)の問題点に適用

してみる.

まず 1)の起動時間についてであるが,現状

(自動復帰ソフトなし)とほぼ同じ時間で起動が

できる.さらには,起動時のオプションを最適化

することで,より起動時間の短縮化も可能である

と思われる.

2)のハングアップに関しては,安定性が非常に

良いことから,皆無と考えてよいだろう.学生の

予期できない入力に対して,アプリケーションが

ハングアップする可能性はあるにしても,それに

関連してOSがハングする,というWindowsの欠

点はLinuxにはない.

3)のネットワークトラブルについても,Linux

がネットワークを目的に作られたUNIXを原型と

していることと,現在のインターネットサーバー

環境でNT以上にLinuxがOSとして採用されてい

ることからも,その信頼性と効率性が評価できよ

う.
次に4)のインストールの煩雑さであるが,

Linuxの場合はインストーラをスクリプトの作成

により自作することもできるため,ほとんど人手

を介さないインストールシステムを構築すること

が可能である.また,OSのサイズもコンパクトで

あるため,ファイルの転送時間の大幅な短縮も図

れる.

最後に5)のソフトウェアについてであるが,

ほとんどがフリーソフトであるため,これまでの

ソフトウェアの導入に要したコストを,ハードウ

ェアの台数の増加や性能の向上に振り向けること

ができる.また,高専の情報処理教育に必須なプ

ログラミング教育の場面でも,ほとんどの種類の
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言語処理系ソフトがフリーソフトのかたちで揃っ

ていることは特筆できる.さらに,Linuxをクラ

イアントとして用いる上でこれまでの一つのネッ

クとなっていた,ワープロや表計算といったオフ

ィス系ソフトも入手可能 (フリーまたは市販)と

なり,WordやExcel互換のものが多いことは,こ

れまでの教育内容に準じた教育も行えることを意

味する.

表1には,現有のWindows用ソフトウェアを

Linux用に置き換えたときの対応例を示す.この

ように,オフィス系ソフト (日本語版)を除けば,

すべてがフリーソフトで利用できるのがLinuxの

最大の強みといえよう. ｢フリーソフトはメーカ

のサポートがないから‥‥ ｣という意見をよく

聞くが,Linuxの場合はコミュニティがしっかり

しているため,著名なフリーソフトであれば,市

販のWindows用ソフトよりも極めて迅速にバグフ

ックスされることから,かえって信頼性が高い,

ともいえよう.

表1 現有Windows用ソフトとLinux用ソフトとの

対応 (太字は市販ソフト)

ジヤ.yル 甘indoVs用 LinuX用

ワープロ MSYord DoOffice(ハンコムワー ド)など

表計算 HSEjlCel ハンコムシー ト

プレゼン XSPoyerPoint ハン'コムプレゼンター

日本語FEP WSⅠHE CannaWnn

甘eb Netscape 同左
ブラウザ navigator

メーラー AL-Mai132 Vmailなど

エディタ メモ帳秀丸 ViMuleVeditなど

G舌語処理系 Ultra-C GNU-C

ウインドウ Yindoys X
システム (qvwnl:Winライク)

数学用ソフ ト HatheJZ)atica MuPAD
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4.Linuxを活用した新カリキュラム案

最近のインターネット上の報道によれば,アメ

リカの教育機関の三分の一以上でLinuxが利用さ

れているという.

(http://www.zdnet.com/zdnn/stories/news/0,458

6,2540964,00.htmi)

また,本校でも,今年の1年生の中には,

Linuxに興味を持ち質問にくる学生が後を立たな

い,という現象もある.

このようなLinux熱はWindowsに飽き足らない

学生が増えていることを意味するものである.

windowsの方は中学校での教育である程度学習し

たり,個人レベルでも習得している,と考えるこ

とができる.文部科学省は新学習指導要領の中で,

情報の時間を必修としているから,すべての高専

入学生がパソコンやインターネットリテラシーを

備えるようになるのは時間の問題である.

これまでは,中学校間の格差や個人レベルの格

差によって,十分な情報処理基礎教育が行えなか

ったのが,この改革により,いよいよ高専では高

専らしい情報処理教育が実施できることになる.

これによって,現行の2単位の授業ではフォロー

できなかった,以下のようなハイレベルな教育が

高専の入り口で教育できる可能性も出てくる.

･データベース作成 ･利用技術

･LAN･ネットワーク構築技術

･高度なインターネット教育 (マルチメディア

コンテンツ作成やサーバ構築など)

これらの教育を実現するためには,Window系で

は多額の投資を要するところであるが,Linuxに

は豊富なフリーソフトが用意されている点が注目

できる.

これらの教育による成果は,専門科目でのさら

に高度な情報処理技術と連携することにより,高

専卒業生のさらなるレベルアップが期待できよう.

以上の考察に基づいて作成した,Linucを活用

したカリキュラムを表2,3,4に示す.表2は

現行の ｢情報処理基礎｣のカリキュラムについて,

Linuxによる実習を中心として編成したものであ

る.また,表3は,より基礎的な内容を受講した

い学生を対象とした,来年度開講予定の自由選択

科目 ｢情報処理基礎演習 Ⅰ｣のカリキュラムを,

そして表4は,情報処理の応用面を履修したい学
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生を対象とした,同科 目 ｢情報処理基礎演習Ⅱ｣

のカリキュラムである.

表2 必修科目 ｢情報処理基礎｣の新カリキュラム案

情報処理基礎

【必修,1年,2単位 (60時間)】

【到達目標/応用範囲】
情報リテラシーとネットワークリテラシーの滴養.

(1)情報処理機器の原理

(2)応用ソフトの特徴 ･用途 ･利用技術

(3)コンピュータネットワークの利用技術

(4)コンピュータプログラミングの基本技術

【授業内容/項目】 (<>内は時間数)

1.コンピュータ概論 (ハードウェアとソフトウェア
の基礎,数体系) <4>

2.パソコンとウインドウの操作 (Unixコマンドの
操作,xシステムの操作,ファイルとディレ
クトリの概念,エディタの使い方,シェルス
クリプトの基本.) <8>

3.インターネットの利用 (ネットサーフィンと情報
検索,ネチケットなど.) <4>

4.電子メールの利用 (メールの読み書き,添付ファ
イル,メールのネチケットなど) <4>

5.表計算とプレゼンテーション (表作成,数式,関
数,絶対参府,グラフ化,プレゼン用スライ
ド作成.) <8>

6.データベースの基本 (RDBの放念,テーブル ･
クエリー ･フォーム ･レポートの各実習)

<8>

7.WWWによる情報発信 (HTML言語の基礎,チ
ジタルカメラからの入力と貼り付け,画像編
集など.) <8>

8.C言語プログラミング入門 (変数,for文,if
文,数学関数,グラフィクスなど.) <16>

表3 自由選択科目 ｢情報処理基礎演習日 の

カリキュラム案

情報処理基礎演習 Ⅰ

【 自由選択,1年,1単位 (30時間) 】

【到達目標/応用範囲】

基本的な情報リテラシーの滴養.

(1)情報処理機器の基本的な原理

(2)応用ソフトの基礎的な利用技術

(3)コンピュータネットワークの基本的な利用技術

【授業内容/項目】 (<>内は時間数)

1.コンピュータ概論 (ハー ドウェアとソフトウェア
の基礎) <4>

2.パソコンとウインドウの基本操作演習 (キーボー
ドとマウスの操作,ファイルとフォルダの概
&) <8>

3.タッチタイプ入門 (タッチタイプ用ソフトウェア
を用いたキーボード練習) <4>

4.インターネットの基本演習 (ネットサーフィン,
ネチケットなど.) <4>

5.電子メールの基本演習 (メールの読み書き,メー
ルのネチケットなど) <4>

6. 日本語ワープロの基本演習 (ェディタによる日
本語入力と編集 (カット&ペース ト),ワープロに
よる罫線,文字装飾,図の挿入など.) <6>

表4 自由選択科目 r情報処理基礎演習ⅡJの

カリキュラム案

情報処理基礎演習Ⅱ
【 自由選択,1年,1単位 (30時間) 】

【到達目標/応用範囲】
応用的な情報リテラシーとプログラミングリテラシ

ーの滴養.

(1)コンピュータの-- ドウェアの理解

(2)コンピュータネットワークの応用技術

(3)コンピュータプログラミングの応用技術

【授業内容/項目】 (<>内は時間数)
1.コンピュータのハー ドウェアとアセンブリ言語入
門 (ハードウェアの概念,仮想計算機caslア

センブラによるアセンブリプログラミング)
<6>

2.インターネットとプロトコル (TCP/IPの概要)
<4>

3.ファイルサーバ構築入門 (イントラネットの概要
と関連サーバ構築) <4>

4.Webサーバ構築入門 (webサーバの設計,棉
築,運用の実習) <4>

5.Webコンテンツ入門 (perlによるCGI作成な
ど) <6>

6.データベースサーバ構築入門 (postgresQLとPHP
言語による,データベースサーバの構築実習)

<6>

5.あ と が き .

本論では,従来のWindows一辺倒の教育を

Linuxによって効果的に改善できることを示 した.

まだまだ進展 しつつあるIT技術の一端ではある

が,常に新鮮な環境のもとで新 しい技術を学べる

ことが,従来にも増 して重要であると考える.高

専生らしいコンピュータ/インターネ ットリテラ

シーを,学生の所属学科を問わずに教育するため

には,今のところLinuxが一つの解であると思わ

れる.
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